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就

学

指

導

心
身
に
鱒
害
を
も
っ
子
供
の
た

め
に
、
就
学
相
談
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
心
理
検
査

や
医
学
検
診
な
ど
も
行
い
ま
す
。

研
修
e

研
究
@
燐
報
提
供

学
校
教
湾
抑
制
緩
や
鰭
筈
児
教
育

に
関
す
る
研
修
・
研
究
・
情
報
援

供
安
行
い
ま
す
。
ま
た
、
研
修
会

等
へ
の
批
判
員
の
派
遣
を
行
い
ま

す。

子
ど
も
教
育
一
相
談
セ
ン
タ
ー
談
セ
ン
タ
ー
は
、
平
塚
市
が
初
め
生
と
子
供
の
様
々
な
問
題
を
共
に
灘
路
指
導
教
室

は
、
心
礎
的
な
抑
制
み
や
問
題
を
持
て
に
な
り
ま
す
。
考
え
、
子
供
が
健
全
な
成
長
を
遂
設
枯
叫
ι
相
官
官
の
児
家
相
生
徒
の
た

っ
て
い
る
子
供
と
そ
の
父
母
を
対
こ
の
セ
ン
タ
は
、
崇
善
小
学
げ
ら
れ
る
よ
う
に
助
言
・
援
助
を
め
に
、
通
室
相
談
や
適
応
指
導
を

象
と
す
る
教
宵
相
談
、
子
供
の
発
校
北
側
閣
の
こ
と
ば
の
教
室
の
隣
り
行
い
ま
す
。
行
い
ま
す
。
教
育
相
談
の
延
長
と

討
訂
百
日
目
」
詳
詩
的
山
ゴ
計
軒
、
弘
司
何
学
校
教
育
掲
談
い
1
1
日
町
謀
説
れ
れ

学
相
相
談
、
隠
害
児
教
育
な

r手
行
問
問
平
方
M
M
の
規
模
で
す
。
学
校
の
先
生
の
た
め
に
、
学
校
る
も
の
で
す
。

い
ま
す
。
ま
た
、
実
の
八
日
立
幼
一
階
に
は
、
町
制
限
器
室
、
心
生
活
や
勉
強
に
警
で
き
な
い
足

章
、
小
僧
中
学
校
完
全
を
対
斑
~
霊
室
、
第
指
導
室
、
ブ
レ
芋
生
徒
の
問
題
に
つ
い
て
効
そ
の
般
の
一
葱
議

開
象
に
、
学
校
教
育
相
談
と
霊
山
免
イ
ル
ー
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
一
守
重
を
行
い
ま
す
。
障
害
問
見
義
へ
指
導
の
場
の
提

刊
警
の
章
、
雲
の
場
と
し
て
港
に
は
、
同
一
明
言
、
作
業
療
機
議
開
設
紋
構
内
喜
一
繕
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。
各
種
警

戒

も

活

用

さ

れ

ま

す

。

法

室

、

指

禁

事

を

な

ど

を

設

設

児

学

級

の

児

童

e

会
忙
に
専
門
的

明
言
で
は
、
横
浜
市
、
川
崎
し
、
教
育
霊
長
寄
与
え
雲
暴
言
携
わ
る
先
生
の
検
査
や
訓
練
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

ぺ
市
、
相
模
原
市
な
ど
に
教
育
松
該
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
め
に
、
学
校
訪
問
一
部
を
行
い
、
適
応
指
導
教
室
の
次
の
ス
テ
ッ
プ

ザ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
藤
害
会
議
官
芸
家
盛
田
し
、
教
育
相
談
な
指
導
均
一
七
日
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
と
し
て
、
登
校
長
否
生
徒
の
た
め

拡
を
持
っ
て
い
る
子
供
の
教
育
…
相
談
ご
に
か
か
わ
る
研
修
、
研
究
等
が
降
客
児
教
育
に
関
す
る
教
一
ヤ
教
の
相
談
指
導
学
級
の
初
期
指
導
な

談
を
併
用
し
た
、
総
合
的
な
教
育
相
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
持
の
研
究
。
開
発
の
た
め
の
媛
効
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

糊

を

行

い

ま

す

。

す

。

教もど?
?
 

市開持率

平
塚
市
子
ど
も
教
育
相
設
セ
ン
タ
ー
が
、
四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

発
校
指
存
な
ど
の
心
開
理
的
な
悩
み
や
問
題
を
持
っ
て
い
る
子
供
や
、
心
身
に
障
害
を
持
っ
て
い
る
子

供
と
父
母
が
気
較
に
訪
れ
、
相
設
や
助
言
、
援
助
が
A
v日
り
ら
れ
る
施
設
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

置一番ミト

色刷申

子
供
に
つ
い
て
の
裕
談
な
ら
、
ら
れ
な
い
な
ど

本
人
・
家
族
@
学
校
の
先
生
な
と
古
発
議
に
つ
い
て
の
心
配

ど
な
た
か
ら
で
も
お
受
け
し
ま
発
音
や
認
し
方
が
は
っ
き
り
し

す
o

例

え

ば

:

な

い

。

ど

も

っ

て

し

ま

う

。

指

示

肯
予
習
で
の
心
叡
や
不
安
や
話
の
内
容
が
潔
解
で
き
な
い
。

落
ち
着
き
が
な
い
。
他
の
子
供
動
作
が
滋
い
。
身
の
路
り
の
こ
と

と
う
ま
く
遊
べ
な
い
。
わ
が
ま
が
…
入
で
で
き
な
い
。
田
川
む
の
人

ま
。
乱
暴
。
う
そ
を
つ
く
。
チ
ツ
に
関
心
者
示
さ
な
い
。
就
学
に
つ

ク

。

夜

尿

な

ど

い

て

の

心

配

な

ど

古
学
校
に
行
者
た
が
ら
な
い
{
薬
務
穏
談
}

朝
起
き
ら
れ
な
い
。
泣
い
て
い

a
R
i金
議
白
、
午
一
一
部
9
時
1
午

ま
う
。
支
度
を
し
な
い
。
体
の
不
後
5
待

覗
酬
を
訴
え
て
、
幼
稚
額
や
学
校
に
{
珊
略
語
格
絞
}

行

け

な

い

な

ど

'

一

月

i
土
曜
臼
午
前
9
符
1
午

古

学

校

生

滋

で

の

心

絞

後

5
時
、
第
2
土
壌
日
は
体
み

み
ん
な
と
同
じ
行
動
が
と
れ
な
争
中
塚
市
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン

毅

湾

紹

談

ぃ

。

友

達

が

で

き

な

い

。

学

習

に

タ

I
(崇
善
小
学
校
北
側
)

つ
い
て
い
け
な
い
。
学
校
で
誌
を
平
塚
市
浅
間
町
4
番
目
岬
号
電
話

子
供
と
そ
の
家
族
、
学
校
の
先
し
な
い
。
い
じ
め
。
給
食
が
食
べ
お
・
六

O
一

そ
れ
で
は
、
教
育
椙
議
セ
ン
タ

ー
の
業
務
内
容
を
紹
介
し
ま
し
ょ

『つ。
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同
月
六
日
い
か
ら
十
五
日
ま
で
の

γ
日
間
、
-
新
入
学
(
鼠
)
兇
を
交
湧
事
紋
か
ら
守
ろ
L

つ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
車
甘
の
全
間
交
連
安
全
運
動
が
行
わ
れ
る
。
新
学
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
子
供

の
事
故
が
多
く
な
る
た
め
、
親
が
交
返
安
全
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
通
学
路
を
一
絡
に
歩
い
て
み
る

な
ど
、
も
う
一
度
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

す歩道上での次の行為は透反
@日動販売機の設設

合商品などをはみu'，して陳列すること

'Nボ ル をit"lくなど、伊予き場としてイ史うこ

と

第 500雪

ヤ
則
面
目
L

4
月
jtpω
向
け

マ
場
所
平
塚
市
大
島
一
一
二
八
番

地
先
の
農
地
約
一
千
平
方
ぷ
(
小

問
網
島
バ
ス
停
か
ら
一
一
白
川
ル
東
側
)

マ
定
員
初
歳
以
上
一

τL、
平
日
に

農
作
物
を
育
て
る
楽
し
さ
や
難

5
1
6
討
の
農
作
業
が
で
き
る
方

し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
犯
人
(
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は

今
年
も
農
作
業
体
験
に
参
加
さ
れ
抽
選
と
な
る
)

る
ト
日
を
募
集
す
る
。
マ
作
る
も
の
型
字
、
枝
一
は
ほ
か

態
作
業
を
す
る
持
尚
阿
倍
は
、
一
マ
用
意
す
る
も
の
移
植
ご
て
、

討
に
つ
い
て
、
午
前
中
の
約
七
時
吋
箪
予

問
。
農
京
の
人
が
農
作
業
の
仕
力
マ
参
加
料
無
料

を
教
え
て
く
れ
る
ぽ
か
、
収
穫
さ
マ
中
仏
両
制
限

3
日
片
山
礼
日
{
水
)

れ
た
農
作
物
は
均
苧
に
分
け
ら
れ
マ
申
込
先
農
業
委
員
会
事
務
局

る
。
ま
た
、
広
い
似
で
一
緒
に
汗
(
内
線
一
一
一
戸
七
)

を
流
し
な
が
ら
農
家
の
人
と
も
交
な
お
、
会
場
に
は
駐
車
場
が
な

流
が
で
き
る
よ
い
機
会
と
も
な
い
の
で
、
自
転
車
、
パ
イ
ク
な
ど

る
o

ぜ
ひ
ご
参
加
を
c

で
ご
利
問
を
。

ん
の
口
氏
抑
制
談
窓
お
一
一
一
…
内
線
一
一
九
…
…
…

ひ
人
権
法
捧
相
談
一
3
月
日
日
(
火
)
、

4

月
6
日
(
火
)
、

〈
〉
行
政
相
談
♂
口
時
j
S
M
時

ふ
一
輯
法
捧
相
談
九
月
日
口
(
ぷ
)
、
討
口
へ
水
)
、
引
日
(
水
)
、

4
月
7
日
(
水
)
、

M
U
(
水)、

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
3
日
時

〈
〉
貴
誌
、
世
託
、
測
震
相
識

4
月
9
H
(
ムザ)、日時
1
同
時

〈
〉
一
般
市
渓
棺
読
経
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
3
日
時
(
祝
日

は
除
く
)

¥
〉
消
費
生
活
相
鉄

3
月
四
日
(
会
似
て
回
目
(
金
)
、

4
汀
三
日
(
金
)
、
9
日
(
金
)
、

9
時
I
S
M
時

。
定
剖
年
金
相
説

4
日
終
日
一
本
)
、
叩
時
1
日
時

。
下
輯
取
引
相
談
九
月
間
日
(
木
)
、
日
時
間
汁
1
日
時

ひ
住
宅
椙
設
(
新
築
補
搾
な
ど
J
3
月
刊
日
(
火
)
、
日
時
(
、
J
M
m

時

ハv
艶
明
帯
軍
特
許
相
談

4
月
5
日
(
月
)
、
叩
時
1
日
時

を

青
少
年
相
訟
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
災

i
七
一
一
二
一

月
1
金
曜
日
9
時
i
M時
ふ
し
叩
昨
日
は
日
時
ま
で

ハ
ゾ
悩
み
ご
と
は
。
ャ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
d

お

i
七
八
一
ニ

O

月
3
土
曜
日
9
時
、
同
時
加
分

福

祉

会

銭

円

ω
i一
一
一
ニ
三
一
一
一

八
一
心
配
ご
と
相
談
毎
週
月
曜
日
、
日
時
1
口
時

人い
J

専
門
(
法
樺
、
金
融
、
住
宅
、
滋
輔
)
相
訟
毎
月
第
2
木
曜
日
、

日
時
1
日
時
予
約
制

つ
生
活
支
措
相
談
惇
週
月
1
金
曜
日
、
8
時
四
分
3
口
時

ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
3
金
確
日
、
8
時
加
分
1
日
時

心
結
婚
相
談
毎
週
日
曜
日
、
日
時
1
日
時
(
第
3
日
帯
H
除
く
)

ハ
v

母
子
相
殺
・
寧
鹿
児
童
相
説
毎
週
刀
ら
金
曜
日
、
9
時
3
日
時

々
高
齢
者
職
業
掴
訟
毎
週
灯
3
金
曜
日
、

9
時
却
分
〈
)
同
時

八
、
一
掃
人
相
談
持
月
第
2
木
曜
H
、
刊
時
1
日
時
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第 500善幸

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
総
A
H

公

凶

…

ソ

ー

ン

を

設

け

、

な

社

金

い

統

険

制

作

ー

に

4

る

き

さ

)

、

あ

係

を
会
場
に
と
進
め
て
い
る
。
一

l
J
れ
の
コ
i
ス

に

設

問

す

る

。

き

は

年

し

え

保

掛

川

γ
後

成

な

と

と

ん

で

が

税

な
お
、
人
選
さ
れ
た
方
々
は
、
一
・

9
月

本

審

査

会

(

総

合

公

一

立

一

概

丘

一

一

。

比

一

札

叫

作

M

叫

川

ヂ

c
m
…認

マ

ケ

ッ

ト

に

築

づ

き

、

こ

れ

か

ら

一

路

)

一

生

る

に

に

つ

、

M
殺

な

、

円

こ

て

な

J

ト

の

と

搭

に

諜

蓄

を

制

作

し

、

事

雲

で

大

一

会

場

に

設

置

さ

れ

た

習

の

と

寄

附

詳

話

片

山

2
3
b

改

Z
M
m怜

従
を
合
め
た
各
討
を
競
う
こ
と
に
一
口
出
か
ら
γ

八
位
な
ど
の
人
投
作
品
が
一
春
卒
、
る
パ
ー
と
吋
勾
く
な
お
出
に
た
ぶ
)
、
、
)
一
わ
い
所
設

な
る
o

ま
た
展
覧
会
後
の
作
ロ
聞
は
一
決
め
ら
れ
る
。
一
け
と
枠
制
。
鮒
川
河
川
問
問
か
朝
一
附
一
一
札
…
む
剥
ぱ
引
械
は
と
一
M
L

総
本
口
公
害
、
そ
の
ほ
か
の
公
共
一
点
丹
羽
目
(
土

)
i
u月
号

一

麗

な

に

な

る

を

長

よ

お

(

舟

め

句

内

済

た

ky扶
加

サ

ど

入

な

内

在

霊
長
一
附
さ
れ
る
ζ
と

に

な

二

三

展

覧

会

{

総

合

公

繍

)

一

初

党

は

は

ど

M
2日

2
2
m
m
怯
計
戸
日
品

計

百

出

一

見

す

れ

山

戸

川

町

山

市

U
一

日

計

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

一

民

主

駐

日

)

一

F
5
5
2
F
r
r諮
問
日

出
展
作
口
す
高
か
ら
募
集
し
た
一
月
草
野
丹
沢
野
外
彫
刻
展
(
昭
一
・

5
月
立
の
霊
長
り
を
一
入
賞
作
z
m
の
マ
ケ
ッ
ト
加
点
と
一
金
年
、
多
の
き
、
か
さ
に
加
に

Z
年
し
し
婚
し

2
2健
険
吉
山

と
こ
ろ
、
一
仁
一
一
都
道
府
県
、
一
一
利
六
十
一
一
年
)
、
一
即
日
の
小
田
一
決
定
(
総
会
関
)
一
あ
わ
せ
て
合
計
民
局
長
一
言
一
年
醐
欄
間
長
言
語
淵
印
刷
初
判
官

2
3弘
宮

古

川

白
一
一
す
一
…
人
か
ら
期
間
雨
ひ
ら
つ
か
一
涼
城
野
外
彫
刻
展
(
平
成
二
年
一

7
8
1
9月
刊

日

聞

の

設

霞

(

総

一

れ

る

。

一

{

節

会

の

F
け
今
日

J

・

'

喝

行

{

討

つ

(

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
宮
f
ニ

に

次

ぐ

も

の

て

車

の

み

な

さ

一

言

)

一

語

い

お

完

走

行

革

一

1
1
1
1い

j

じ

i
1
N
I
h
i
l
-
-日
Ji-l

点
(
市
内
か
ら
六
占
…
)
の
応
募
が
…
ん
に
身
近
介
占
禁
で
せ
議
に
演
し
一
中
央
大
池
の
田
容
に
4
か
所
の
一
委
主
文
化
…
粧
品
開
奈
良
線
六
七
一
一
一
)
一
い
る
方
で
構
成
し
た
毘
体
一
一
一
・
電
話
。
凶
六
二
郎
i

只

あ
り
、
伝
一
十
七
日
、
美
術
館
一

|

|

(

;

l

l

:

i

j

す

内

務

音

義

、

パ

ト

ン

、

仮

一

軽

自

動

車

の

廃

一

八

百

)

で

の

室

長

奥

、

人

選

マ

ケ

ッ

一

翠

鐘

襲

撃

欝

議

議

襲

撃

饗

警

鐘

警

饗

欝

饗

鰯

一

袋

な

ど

…

率

手

続

き

を

一

心

一

一

一

撃

、

謀

議

は

主

忠

一

…

r
一

日

十

時

一

機

議

鋳

濁

Eグ
議

議

幾

鱗

脅

減

内

灘

一

~

市

内

線

堵

げ

(

土

〕

午

前

一

軽

自

動

車

産

車

す

る

と

き

一

小

向

性

弓

言

明

ま
っ
た
。
一
鯵
欝
幾
緩
畿
欝
綴
欝
畿
綴
霧
幾
緩
饗
饗
欝
畿
銀
饗
議
畿
欝
撃
機
一
泊
料
吋
向
山
パ
甘
く
}
日
時
吋
げ
な
万
一
は
、
四
月
一
口
ま
で
に
廃
両
手
続
一
七

i
花
i
八
八
郎
ハ
)
)

こ

の

彫

刻

印

涯

、

雪

各

自

治

一

:

3

i

p

}

;

L

i

!

?

"

j

a

z

z

一

マ

会

場

総

合

公

害

外

ス

テ

i

一
き
を
す
る
と
、
平
成
長
害
経
一
ー
ー

一

閣

議

己

表

コ

ペ

ノ

h
U一
警

告

撃

事

案

一

一

一

護

士

y
d
Z覆
f
E蓄
襲
襲
一
ジ
(
雨
天
の
と
き
は
総
台
体
育
館
一
自
動
車
税
は
か
か
ら
な
く
な
る
o

一

の
一
君
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
一
れ
る
方
を
募
集
す
る
。
希
望
さ
れ
一
に
、
高
の
フ
ラ
ワ
ー
ク
ィ
!
ン
一
マ
童
市
内
に
お
住
ま
い
喜
一
車
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ク
リ
一
ゑ
担
金
が
変
更

品
一
毎
年
に
ぎ
わ
い
霊
せ
る
君
主
主
与
一
月
一
二
十
一
日
主
主
杉
本
彩
さ
ん
を
量
と
し
た
路
上
一
め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方
三
フ
ト
な
ど
の
小
型
特
殊
臼
撃
を
一

一
町
一
つ
り
は
、
今
年
は
四
月
一
十
九
日
一
で
に
、
み
ど
り
公
園
諜
み
ど
り
竺
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
パ
レ
ー
ド
。
一
百
人
(
先
着
順
一
一
層
車
す
る
と
き
は
、
標
識
、
標
識
一
老
人
保
健
法
等
の
改
定
に
よ
一

階
一
か
ら
五
月
日
ま
で
、
総
合
公
明
回
一
巡
係
(
内
線
的
一
五
に
お
申
し
一

V
B時

4
月
ぬ
自
主
午
後
一
マ
議
部
第
一
層
芸
株
式
会
社
@
…
交
付
証
明
書
、
印
鑑
を
お
持
ち
に
一
り
、
問
月
一
日
診
療
分
か
ら
名
人
一

宮
一
で
一
関
か
れ
る
が
、
期
間
中
の
行
事
一
込
み
を

c

一
2
時
3
2
持
品
分
一
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
1
…
な
り
、
市
民
税
課
税
制
係
(
内
線
一
医
療
の
一
部
負
担
金
日
朝
が
変
更
と
一

倍
一
の
一
つ
で
あ
る
フ
ラ
ワ
ー
パ
レ
l
二
フ
ラ
ワ
ー
パ
レ
i
ド
〕
一
マ
コ
ー
ス
総
合
公
園
盟
国
路
一
演
図
面
百
四
拍
子
さ
ん
(
松
山
風
町
)
一
一
六
八
)
へ
。
一
な
る
。

夜
一
ド
と
、
開
閉
芸
総
化
教
室
に
拳
h
さ
一
花
と
緑
、
環
境
保
全
を
一
ア
l
マ
一
円
〉
参
加
で
き
る
方
市
内
に
お
佐
一
円
V

内
容
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
一
ま
た
、
次
の
軽
自
動
車
を
一
括
車
一
円
V

変
更
と
な
る
も
の

酌

i
i
i

ま
い
お
勤
め
、
ま
た
は
遇
月
一
干
し
て
一
ン
ト
入
門
一
す
る
と
き
は
、
次
の
場
所
て
手
続
一

B

外
来
1
か
月
の
限
度
額
九
一
色

き

を

。

一

内

が

一

千

円

。
一
一
輪
箪
(
国
目
以
上
)
は
一
@
入
院
1
臼
六
百
円
が
七
吉
円

松
模
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
保
険
年
金
諜

(
愛
川
町
中
津
字
桜
台
七
一
八
一
老
人
医
後
係
(
内
線
二
五
六
)

崎
、
金
問
、
土
日
沢
)

マ
結
果
②
予
算
の
執
行
、

入
支
出
事
務
お
お
む
ね
適
正

先
日
行
わ
れ
た
定
期
貯
鷲
に
に
処
理
さ
れ
て
い
た
⑦
柘
判
品

つ
い
て
監
査
委
員
小
宮
康
司
の
出
納
、
保
管
命
令
良
好
に
一
作
わ

氏
、
福
岡
政
夫
氏
、
上
原
孝
生
れ
て
い
た
⑦
施
設
の
維
持
管

氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
理
ε

お
お
む
ね
良
好
に
行
わ
れ

{
毅
実
ム
表
第
1
白

き

て

い

た

マ
対
象
小
学
校
(
紫
善
、
松
〔
関
門
第
2早
勺
}

原
、
大
野
、
豊
田
、
南
原
、
松
門
V

対
象
平
塚
市
社
会
福
祉
協

が
丘
、
相
模
、
山
下
、
大
受
註
か
町
山
団
体
の
補
助
金
に

原
)
、
中
学
校
(
江
陽
、
春
日
か
か
る
出
納
、
そ
の
ほ
か
の
事

野
、
大
野
、
中
原
、
神
明
)
、
務
の
執
行

幼
稚
開
閉
(
さ
く
ら
、
豊
田
、
松
マ
給
果
お
お
む
ね
良
好
に
行

原
)
、
公
民
館
(
崇
善
、
花
わ
れ
て
い
た

水
、
沼
南
、
豊
田
、
城
島
、
河

④異民族の肖操{コールテン鋼〉

⑤ゆれるカラム(ポリエステル等)

⑥造園都の夢(ステンレス)

⑦宙II 海 l品{石、鉄)

⑧ナミトカゼノオトコ(アルミニウム)

⑨ S T RA  1 N'9J一一 II(コールテン鍋)

⑫相賞対立(自花崩岩、樹慢性鋼)

@REVOLVE (アルミニウム)

⑫ 変 わ りゆく湘南(階土)

@記憶の風景(石、ステンレス等)

⑬聖域(黒御影石}

③轟のイ主人(陣、 FRP、鉛)

江IIlHOUSE'珂OUSE'HOUSE(鉄)

⑫大地のF皆調(ステンレス、石)

⑬ Crush Media N 0.5 (ステンレス)

⑬向かい合う存在(黒御影石)

⑫円の拘束着〈花園岩)

とき

ところ

市制60筒年記念挟E霊iこ使潟するだめ、
小学生から公募した rsp.~まf!jの未来」
の総459点、を展示。
※完成しだ浴剤U60周年記念峡顧のビデ
オ放線

技当 広報広耳書課(内線315)



(4) 

教家等の標示板 B 機内小学校
在 校 生 へ の 贈 り 物 と し て 、 卵 の 殻

を 張 り 付 け た 教 宅 の 表 訂 版 を 全 教

宝 j}作りました。

参

時
計
の
遺
物
園
み
ず
ほ
小
学
校
自
分
の
好
き
な
給

を
勉
害
、
一
生
懸
命
に
板
を
削
り
、
色
を
塗
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
珊
塩
害
時
計
を
作
り
ま
し
た
。

平成を五年3月守主58

掲
示
綴
。
大
野
小
学
校
掲
出
…
肢
の
周
り
に
卒
業
生
が

1
人
1
人
彫
り
あ
げ
た
板
を
張
り
付
け
、
校
舎
の
階
段
の
途
中
に

全
部
で
3
枚
取
り
付
り
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
校
で
は
、
卒
業
を
両
間
近

に
控
え
た
い
ハ
年
生
が
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ

i
ル
の
中
、
事
業
製
作
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

各
校
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
底
向
を
凝
ら

し
た
試
み
で
、
自
分
の
卒
業
の
記
念
に

家
に
持
ち
帰
る
飼
人
製
作
の
も
の
や
、

γ校
に
全
員
で
記
念
に
寄
岡
崎
す
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
完
成
し
て
い
る
も
の
、
製

作
途
中
の
も
の
と
あ
り
ま
し
た
が
、
六

年
間
の
小
学
校
生
活
の
思
い
出
に
、

生
懸
命
作
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

iひらつか

〈
〉
プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦

・
3
丹
幻
門
口
(
行
)
口
時
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
対
福
間
ダ
イ

エ2
ホ
ー
ク
ス

提
入
場
料
ネ
ッ
ト
裏
白
川
出
席
(
大
人
=
一
千
円
、
小
人
一
千
五

百
円
)
、
内
野
自
由
席
(
大
人
二
千
五
百
円
、
小
人
八
百

円
)
、
外
野
席
(
大
人
一
千
円
、
小
人
五
百
同
一
)

〈
〉
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
ワ
i
グ
オ
ー
プ
ン
戦
(
無
料
)

・
4
月
2
5
(金
)
門
μ
同
吋
初
分
横
浜
ベ
イ
ス
タ
l
ズ
対
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

。
そ
の
ほ
か
の
主
な
総
合

9
3
月
初
日
(
土
)
8時
平
塚
市
少
年
野
球
速
器
オ
ー
ル
ス

タ
l
大
会

・
3
H
U
H
(土
)
1
m
R
(日
)
8
時
新
関
東
大
学
軟
式

野
球
連
盟
春
季
リ
ー
グ
戦

割

4
丹
江
日
(
日
)
9時
リ
ト
ル
ソ
ー
グ
県
連
盟
春
季
大
会

明競技刀法 さ お 1本、針 2本まで、

おもり 10号ヘ-15号、えさジキリメ

翁参加資格と参加重警 高校生以土

1人 5000P3(定員240人)

sJE告し込み 下記の釣り宿へ

・庄治郎丸篭諮 1312

• [1一三二良日ヌL ノj 21-1012 

豊漁丸 J} 22 -5956 

'浅八丸 J! 21…0904 

一
平
塚
市
時
一
上
競
技
協
会
で
は
、
一
真
鶴
駅
:
平
塚
叡

一
少
年
少
女
を
対
象
と
し
た
務
上
競
一
一
〉
持
っ
て
く
る
も
の
弁
当
、
水

一
校
教
室
を
開
く
。
一
湾
、
雨
具
、
交
通
費
一
千
二
百

一
マ
臼
時

4
月
お
臼
(
臼
)
午
前
一
円
、
入
額
料
六
百
汚

一
9
持
幼
分
jkJ
午
後
3
時
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
総
合
公
顕
一
一
千

一
マ
会
場
平
塚
競
技
場
一
塚
衰
弱
体
裏
(
電
話
促
l
一ニ

一
マ
共
訟
で
加
資
格
小
学
4
1
6
年
生
一
〈
)
六
O)

一

マ

コ

!

ス

一

ア
A
コ
ー
ス
(
男
子
)

T

目

、

一

家

い

す

の

方

を

一

走

り

幅

跳

び

一

味

場

に

ご

招

待

。
B
コ
i
ス
(
男
子
)

r

b
灯
、
一

走

り

高

跳

び

一

平

塚

球

場

で

は

、

車

い

す

辛

料

e
C
コ
i
ス
(
女
子
)
「
日
灯
、
一
周
し
て
い
る
方
を
今
年
も
専
用
観

怠

り

幅

跳

び

一

戦

笠

に

ご

M
m
待
す
る
。

e
D
コ
!
ス
(
女
子
)
百
灯
、
一
今
年
の
力
i
ト
は
、
町
一
月
十
七

走

り

高

跳

び

一

行

の

イ

ー

ス

タ

ン

リ

!

ク

公

式

戦

マ
参
加
料
一
一
百
円
一
横
浜
ベ
ィ
ス
タ
ー
ズ
対
向
武
ラ
イ

マ
中
込
鎖
的
問

4
河
川
四
日
(
月
)
一
オ
ン
ズ
に
始
ま
り
、
話
相
静
六
学
野

げ

V

申
込
先
見
附
台
体
育
館
内
体
一
球
、
高
校
野
球
な
ど
、
数
多
く
の

育
課
(
電
語
お
l
一一一
O
六
O
)

…
試
合
を
予
定
し
て
い
る
。

一
向
山
曜
日
、
申
し
込
み
方
法
等
、

障
害
者
ス
ポ

i
一
詳
し
く
は
、
総
合
公
園
管
理
事
務

ツ
大
会
の
募
集
一
所
(
電
話
不
一
一
二
三
)
に
お

一
尋
ね
者
。

第
三
ト
二
回
神
奈
川
県
身
体
障
…

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

Z重
工

大

会

の

結

果

を
募
集
す
る
。
出
場
を
品
認
さ
れ
一
て
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
大

る
万
は
、
障
害
福
祉
課
障
害
領
批
一
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

係
(
内
線
一
一
一
一
二
に
お
申
し
込
一
(
敬
称
略
)

み

を

。

一

{

繁

初

回

平

塚

ス

キ

i
選
ま
ず
権
大

個
出
場
資
格
身
体
障
害
者
子
帳
一

4
5
2汚
5
H
1
7
日
、
新
潟
県

を
お
持
ち
の
時
歳
以
土
の
方
一
関
温
泉
ス
キ
l
場
、
多
加
者
百
個

{

盤

上

競

技

会

}

一

L

一一一人

マ
期
日

5
引
け
お
日
(
日
)
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一

広

報

広

襲

広

報

室

(

内

線

一

二

平

田

空

未

来

の

絵

展

示

会

}

応

ヤ

会

場

望

書

セ

ン

ヲ

i
竺

・

女

子

大

差

L

J

(

兵
冬
、

二
1
)
に

電

話

で

お

申

し

込

み

一

募

さ

れ

た

絵

、

全

四

百

五

十

九

占

刊

し

し

競

技

場

(

藤

E

F

Z

戸
沢
雲
(
東
中
原
て

一を
c

一

を

展

示

す

る

。

マ

出

山

一

出

制

限

3
パ
m
u
h
H
い
(
金
)
一
担
任
主
宰
義
一
陣
木
市
)
¥
成

一

{

堅

議

義

之

}

L

7

国

3
2日
(

ホ

7

4

{

卓

球

会

人

卓

球

大

会

}

一

2
重
点
差
(
中
堅
)
、
空

テ

全

の

揖

市

で

は

、

市

制

施

行

六

十

周

年

一

三

匹

i
3
E
(水
)
々

7
f
一

月

4

t

(

臼

)

マ

期

日

6

月

初

日

行

)

一

B

山
内
出
家
也
(
車
計
上
)

良

三

?

を

記

念

し

て

、

記

念

映

爾

「

喜

一

9

誌

マ

ロ

時

一

，

富

午

前

9

?

午

後

4

時

マ

会

場

県

立

体

育

セ

ン

タ

ー

体

一

マ

大

回

転

競

技

の

部

優

勝

r
-諒

ひ
ら
つ
か
マ
イ
タ
ウ
ン
ミ
料
一
マ
会
場
中
央
公
民
館
大
ホ
i

ル

一

マ

会

場

中

央

公

民

館

市

民

ギ

ヤ

育

館

(

藤

沢

市

)

一

・

少

年

渡

部

亮

(

喜

ケ

沸
沼
山
山
シ
れ
去
に
作
し
て
き
た
が
、
こ
の
受
設
し
一
マ
内
容

m応
募

作

拍

入

喜

表

一

一

3

1

マ

申

請

限

5

月

討

(

火

)

一

吾

、

K
子
小
清
本
有
美
子

Z
A
3
f
Z疎
た

た

め

、

市

民

の

み

な

さ

ん

に

見

一

幸

子

を

義

援

三

一

一

雲

市

)

、

主

A

安

主

忠
仁
見
昨
日

υHUE-高
く
一
ス
ポ
j
ツ

教

室

開

く

日

開

駐

日

ロ

ァ

l

一
一
荘
、
)
バ
ド
出
向

一

伯

仲

主

主

紘

一

年

間

に

わ

た

っ

て

さ

ま

ざ

ま

一

シ

ヨ

ン

セ

ン

タ

ー

葉

市

)

一

哉

(

中

豆

、

成

言

語

久

シ

ヤ

賢

一

供

一

o

な

イ

ベ

ン

ト

を

記

録

す

る

だ

け

で

一

申

し

込

み

は

ス

ポ

j
ツ

財

団

ヘ

マ

申

込

期

限

6

月

円

台

(

金

一

孝

一

万

部

)

ボ
U
三

官

時

相

な

く

、

平

塚

の

自

然

や

市

民

の

み

一

一

策

2
コ

ー

ス

(

マ

的

意

軍

慰

フ

一

フ

ダ

ン

ス

義

一

一

ヤ

距

離

競

技

暴

露

吋

か

イ

玉

し

、

を

な

さ

ん

の

蓄

を

も

取

り

入

れ

な

…

ス

ポ

ー

ツ

振

興

富

で

は

、

ス

一

守

口

柊

4

月

8

1

4

月

百

一

八

十

人

マ

ロ

程

4

月

刊

行

i
〉

は

お

日

一

一

半

壊

あ

る

く

会

一

-Z
器
売
(
震
ケ

手
目
げ
加
は
印
刷
が
ら
、
一
編
の
護
詩
と
な
る
よ
一
ボ
I
ツ
に
親
し
み
業
し
ん
で
も
ら
一
の
毎
週
火
岳
会
議
行
、
言
問
一
マ
菜
料
一
一
一
千
六
百
円
支
曜
日
、
全
5
回
一
議
あ
る
く
会
で
は
、
主
主
義
、
男
子
宮
茂
一

E、

い
組
ヤ
ん
年
前
う
す
す
め
て
き
た
も
の
で
、
映
謝
一
う
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
手
塚
一
・
時
間
同
午
後
7
時
1
8
時
部
分
一
{
楽
し
い
子
供
体
操
教
護
}

e

時
間
h
T
F
9
時
部
分
1
口
一
時
一
わ
の
え
時
瓦
L

選
に
忍
ぼ
れ
て
い
一
壮
年
中
村
昇
(
中
井
町
て
女

r
m
m
m
の
中
で
流
れ
る
一
7
!
?
副
長
詔
一
総
合
体
背
響
調
く
。
一
マ
富
市
内
に
お
言
い
お
勤
一
マ
日
程
4
?
?
主
芸
員
市
内
に
お
作
ま
い
か
お
一
る
主
事
島
を
き
。
参
加
さ
れ
一
子
ム
古
美
代
子
(
夕
陽
ケ
丘
)

レ
問
お
(
と
中
に
挿
入
し
た
平
塚
市
の
未
来
一
家
1
要
一
一
議
室
一
め
、
ま
た
は
通
学
(
除
く
室
生
)
一

3
2草
木

曜

貝

除

く

8

5

一

君

主

要

t
2悦
お

人

一

る

在

、

当

日

産

警

場

所

に

一

茶

話

神

奈

川

議

事

実

一
し
て
い
る
方
剖
人
一
@
時
間
午
後
4
持
品
分
1
6
時
一
円
v
参

加

料

一

一

千

円

一

お

集

ま

り

~

を

。

一

会

ス

キ

i
競
技
会
}
2
片
初
日
1

一
勧
第
1
コ
!
ス
初
心
吾
(
凶
1
一
一
〉
占
谷
間
5
1
7
戒
の
児
窓
お
一
{
繁
1
問
問
ジ
ャ
ズ
ア
サ
イ
ズ
数
一
マ
期
日

3
月
白
日
(
日
)
、
隊
一
お
日
、
長
野
良
野
辺
山
ハ
イ
ラ
ン

一

的

経

初

人

一

人

一

驚

}

一

水

確

率

m
w
m
h
以
と
の
と
さ
は
お
日
一
ド
ス
キ
ヨ
場
、
寺
加
お
都
市

一
e

第
2
コ
}
ス
初
心
者
(
剖
歳
一
行
〉
害
加
料
月
一
千
五
百
円
一
一
〉
け
院
4
パ
河
川

Y
ぬ
け
ハ
8
日
一
(
日
)
、
以
降
中
止
一
マ
総
合
成
績
9
泣
平
塚
市

一
以
上
)
山
人
一
安
性
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
一
の
一
余
暇
臼
、
全
一
品
川
了
笠
け
苧
塚
駅
北
口
改
札
付
一
マ
畑
山
人
成
績

了
第
3
コ
ー
ス
初
紋
斉
(
卒
、
J
一
マ
日
一
時
4
月
日
日
〈
〉
笠
原
b
年
了
時
間
乍
後
6
付
加
分
1
7
時
一
近
、
午
前
8
均
一
朝
日
出
転
中
怒
改
良
7
J
J
3
佐
山
崎
み

一

議

)

印

人

一

3
月

の

宗

と

し

て

毎

選

火

裂

と

お

分

一

マ

コ

i
ス
苧
塚
駅
長
駅
…
ど
り
(
虹
ケ
浜
)
、
大
日
立
競
技

一
斑
初
級
者
は
お
M
川
如
何
度
泳
げ
る
ト
H
一
今
踏
ま
す
時
部
分
1
u
丘
三
露
出
内
に
お
住
ま
い
か
お
一
杭
海
洋
真
鶴
港
真
日
間
岬
サ
一
成
年
A
2
H山
桜
木
不
正
(
夕
陽

一
マ
参
加
料
五
千
円
一
マ
定
員
市
内
に
お
伶
ま
い
か
お
一
勤
め
の
万
間
人
一
ボ
テ
ン
ラ
ン
ド
:
一
月
井
域
社
公
開
回
一
ケ
f
h
)

一

銭

l
問
問
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
懇
話
…
勤
め
の
友
佐
川
ぬ
人
一
マ
安
f
m
料
六
千
円
一

5
1
i
j
j
l
i
j
i
i
i
7
L
i
i
j
i
l
k
f
J

一

マ

臼

?

?

日

、

J
A
I
V
5
7一

九
百
円
一
コ
申
込

Z

J
ノ

ニ

量

一

¥
j
J

も

:

浅

石

原

町

と

し

て

水

土

曜

日

、

全

一

{

ジ

ュ

ニ

ア

警

警

護

二

5
3
(ブ
ト

才

ス

一

一

事

¥

雪

、

?

持

軍

一

百

四

五

日

務

4

2

1

平

成

6

年

一

警

の

み

、

35ま
で

に

指

一

一

一

率

一

正

議

パ

刊

点

数

一
缶
詰
一
三
九
二
時
科
目
立
引
一
見
守
山
町
許
可
山
一
一
龍
一
一
寸
~
〆
間
違

一
ι
前
日
時

I
円
以
一
時
初
分
一

ω分
一

記

入

の

う

え

3
打
叩
け
(
祝
ご
…
〈
、
一
五
な
大
会

一
門
〉
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
の
立
…
門
V

定
員
小
学
4
1
6
r
r
刊
こ
ま
で
に
、
一
T
m
平
塚
市
大
原
1
一
…

'
3
バ
幻
日
一
日
)
約
一
時
叩
分
お
犯
い
わ
山
内
安
業
向
対
抗
駅

一

性

一

一

一

室

ハ

ト

人

一

人

一

l

平

塚

球

場

内

ス

ホ

1

ツ

阪

興

一

一

伝

競

走

大

会

一

一

山

間

一

時

(

湾

訪

お

j
c
c
J
一
~
E
4
月
U
H
(パ什
)

Q

O

時
神
奈
川
ハ
陸
上
競
技
会
記
録
会

一

c
Z
L
j
〉
ユ

A
7
2
3

一
へ
。
多
数
の
と
き
は
望
一

;
j
i
l
-
-
j
j
j
i
j
i
i

一

X
生
」
ノ
ボ
持
ジ
一
、
つ

d
u
w
f
Lぬ
芳

一

一

}

ー

一

指

品

l
l

一

一

(

出

一

州

入

品

一

市

と

保

健

訴

で

は

、

生

後

九

十

一

を

。

一

一

5

一

別

館

館

館

闘

山

一

一

白

以

上

の

悔

い

お

登

録

と

狂

一

料

金

は

芸

料

、

議

室

一

一

日

一

州

問

蛾

悶

州

的

州

蛾

民

聞

社

蛾

閥

川

閥

ι
閥

社

畑

一
犬
病
予
め
波
射
を
行
う
。
悩
人
達
…
注
射
済
紫
、
交
付
子
数
料
を
合
め
一
一

3

一

保

み

公

公

見

訂

正

公

公

公

神

公

公

繰

公

ス

公

仲

山

口

一

知

は

心

た

い

の

で

忘

れ

ず

に

実

施

一

五

千

百

円

。

一

程

一

日

…

川

心

叫

川

一

u
m
附

糊

酬

州

問

削

畑

断

附

視

制

御

鮒

汁
汁
J

つi
寸
i
J

当
日
は
、
犬
の
品
輸
は
民
法
げ
な
一
白
一

い
つ
も

r

n

一

守

孝

~

〉

い

物

毒

ぃ

、

し

っ

か

り

と

押

え

一

射

却

な

i
よ
み
日
ら
れ
る
方
が
連
れ
ず
し
来
て
い
た
だ
一
一
迂

1

九

六

き

た

い

c

一
間
一
円

ま
た
、
実
胞
日
に
寄
り
ら
れ
な
一
予
一
五

い
と
き
や
、
九
十
一
日
長
支
一
病
一
習

が
九
十
一
日
に
な
っ
た
と
き
は
、
一
犬
十

必
ず
開
業
医
で
予
防
注
射
を
。
狂
一
誌

な

お

、

飼

い

犬

が

死

亡

一

り
、
飼
い
え
を
議
岬
比
し
た
り
一
書

と
き
は
、
刑
判
崎
尚
生
同
日
開
閉
涼
一
実

線
一
目
。
)
に
ご
連
絡
を
。

語家
〈〉主
h
f土
会
話

-
3
月
初
白
(
祝
)
9
待
神
奈
川
県
総
ム
け
パ
に
、
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
(
ダ
ブ
ル
ス
の
郎
)

・
3
月
幻
自
(
日
)
9
持
神
奈
川
県
実
業
問
パ
ス
ケ
ジ
ト
ポ

ー
ル
選
子
権
大
会

'
3
月日
m
H
(
金
)
1
n川
U

(

日
)
9持

神
奈
川
段
中
学
校
パ
ド
ミ
、
J

ト
ン

競
技
大
会

は
大
河
〈
た
い
が
)
で
次
回
押
は

嶺
央
(
れ
お
)
O

悠
呂
、
動
物

湿
の
に
ぎ
や
か
さ
で
す
。

出
印
私
の
、
中
る
さ
と

鹿
児
島
家
港
か
ら
車
で
一
一
十

分
。
弱
立
公
閣
霧
島
町
遠
山
を
背

に
湯
量
豊
寝
な
警
易
機
泉
郷
が

私
の
ふ
る
さ
と
牧
鹿
町
で
す
。
議
感
あ
ふ
れ
る
ば
ん
鳴
レ
I

熊
繋
(
く
ま
そ
)
時
代
、
こ
ス
、
か
わ
い
い
少
年
騎
手
を
ま

の
地
に
軍
馬
を
放
牧
し
た
の
で
じ
え
た
ポ
↑
マ
レ
ー
ス
な
ど
、

牧
習
の
地
名
が
起
こ
っ
た
と
い
穴
歓
声
が
絶
}
え
ま
せ
ん
。

わ
れ
、
今
で
も
い
函
産
業
が
盛
ん
ま
た
、
大
相
撲
の
霧
島
憶
は

で
す
。
高
原
が
新
緑
に
輝
き
始
と
の
ま
ち
の
出
身
な
ん
で
す
よ
。

め
る
と
霧
島
競
馬
の
季
節
。
翠
①
卒
中
樟
に
住
ん
で
の
感
懇

子
供
を
車
に
乗
せ
て
湖
南

平
、
総
合
公
開
幽
、
臨
書
銀
、
子

ど
も
の
家
に
よ
く
遊
び
に
行
き

ま
す
。
平
塚
の
道
路
は
立
派
で

す
が
、
駅
周
辺
の
パ
イ
夕
、
自

転
車
の
放
努
が
ひ
ど
く
、
表
選

が
狭
く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念

で
す
ね
。
(
代
町
口
和
町
)

〈
葬
祭
〉
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

諮
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
引
ナ
嫌
に
住

ん
で
か
ら
の
感
怨
を
お
奪
」
く

だ
さ
い

0

0
送
り
先
平
山
平
原
市
浅
両

町
9
1
1
平
塚
市
企
頭
部
広

報
広
聴
設
計
払
の
ふ
る
さ
と
」

係
(
内
線
一
一
一
一
日
)

ん人?と[お!

王と同

九!L:七公民館

抗公上

，j.市Z三立宮E

Inl之月公関

金[lj公民館

IJ向向山王山公潟

大神公民館

八幡公民館

翠平公悶

横内公民館

大野公民館

豊別公民館

須賀公民館

同村宮前公務

金[]公民主官

月見公滋

くを5)

まヨ草寺 ( Eヨ〉
平塚競技場 話器寺30分スタート
a第 112玉 平域競技場峨島小学校前 6.6km

( 8時 50升ごろ)

震診第 2rぷ城島行、γ校前 太中学校前 7.4km

( 9時 13づ7トごろ)

区 太f主E千戸吋支所 みず@;;J守二校時守 S.Okm 

( 9時 28分ごろ}

窃%t~ペレζ みずほノlく宣言点ポが 7.0krn

( 9時 49分ごろ)

需喪主手j5 ";.-t{ifi!;J、本支持'1 μj易交【?γF宇克 5.9k01 

(1()告き07タ〉ごろ)

31. 9 k m 

。箆F村合体衛費宮崎話31 30;)7) 

開放覆居 。 球 、 ハ ド ミ ン ト ン 、 パスヶ y

ト、軟式庭球 (~16時)、パレ (1 68 子~)

3 月 2nヨ(湾)午後 1 時~8時

• 4 J寺5臼(月 ) 1/ 

く〉金路公主主童宮宇幹事事態(電話:n 2136) 

く〉金自公民館宇事事著書宮崎話国 iilOl) 

く〉神図公渓鎗体事著書室(屯ぷ (239)

011露務公浅草書体害事録〈電話31- 22;::;5) 

・開誼瞳回 ノYレ…(9 時~13時)、ハドミン

トン、卓球 (13時~16i3'-<刊、パスケット(1 6

時~20時)、

• 3 A15臼(汚)午前 9時~午後 8時

4 Y寺 Eヨ{月 11

会長 5区鶴

()，勾は足和島予;ζ斤 号

!埠いわせ るか課 -3060 
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(6) 浮足立E五年31'苦守 6Eヨ11.エ事態てjトらつ力、

5ま 9 込へ 1K信号50づ})

叶本麓回 毎週日曜日、月末(特別整理期間

中央j河押館 :1fi181j~:nrL ;Jt凶予号館 3!J

22¥1' 2Sf]-3Fl) 

ず〆中虫歯醤館

宇問視間町12---41

台北問欝書官

午 町 村5155-- 電話53--1232

会合瀦渓「シャガール絞遺書幾j

今 i吐紀の美術史に大きな足跡を臨したマル

クーシャガ ルの挿画本「悪玉をたちj、「以心

「ム、{サ カス」や火引連作リトグラフな

ど、 87点が麗訴されている。

会期 2月日(七)~3 月 21U (日)

争開鮪時間 9 時30分~~16時間分(入場は16

時 30分まで〉

ー観覧料 般 500丹、大宮高校生300円、出りj、

"i'"主1似)円

トギャラリー

{脅陶会作品麗]

ー顕間 3 rH711 (水) ----23日〈火〉

{藤村弘子儲脱(絵画、帯封

・鰐j間男 3FJl7[:J (オく) -~23 日 むた〉

{湖南作器展(水彩画、油彩、臨閥、彫刻)l
-期間 3月24臼 (7_k) -30日〈火)

{市民美術展]

ー期間 4月 2臼 (木) --138 (火)

{イじみずさき会民(押し花、給掛け

期間 4月 1St] (木) ~20 日(火〉

{晴子ミヨ個展(袖影)J

合間nil 4月 lSf1 (ノド) --20U (火)

、r間留時間 9 f時30什~16時:1()分

、ド急官民 生

合奏毒者宣言 ヂ 2S-i!耳目喝 13 2111 

道話31--0415 

-投影時間制調 t、日雌日の 110吾、 ]4時

(45タナum
'観覧券 1叫)円(当日 9時から l時カウンタ

}で発売)

公開輯時間 9時、日時50分

合体舘日 毎週月曜打、月末:

会博物語 守 2刑法問的 -41 電話33 ;ull 

1Jどラ":;t敏5富会
<<:j月 4日(時) 10時 .14時 3階ホーノレ

「天拘のうちわ 4

lコルニ ユ離方の秘密」

04月日日 (8)四時 14時 3鵠ホル

「五蟻の耳はロパの立 j

「首乏神と福の神j

す16ミf)検写機操作技努Jg善窓会

勾灯時 5月29日〔 ξ) 9時--16時間分

会場 中史図書館 3階会議室

":<ど良 市内におイ五まいお勤め、または主

しているか 30人〈先者順〉

デキスト代 500FT
} 

・持参するもの 染五日用共、はさみ、品食

⑤中し込み 中央号館}時制組党ライフラ

ソ}

v開臨時間

火 9時分

(金曜ffのみ 中央凶怒館の費出烹とキ考官

流星群、援金などの天文現象そ観察したり、

天文台の見 '1:を過して天体観察のための知識

と技術を学んだりする。

a活動臼 毎月原則として月 l目、土曜日

・定員 中学生以上20人

ガイダンス 4月24日(土) 15時 ~

ー申込期隈 4 pj 15円(本)、博物館にある

申込用紙で

〔土曜観堅金]

野 U.rを歩いて動植物を観察し、自黙の新聞

「ゆりのき jにまとめる。

・活動日 月 '~2 回、:土嘩日の午後
。申込期限 3月23口(火)

【古代遺跡そ揮す金]

市内をさ歩いて土器や石器を探離し、遺跡や

考古学についての知識を学ぶ。小学生以と

e 活動日 月 1[8J、日曜日

由込期限 4月 8日〈木〉

@ひな人形

1Jプラネタ1)ウム

わ太揖・第22期極大期の会親(ほう)

周期的に拍動の哨減を繰り返している太賂

の今[口]の情動期は1991年に極大期となった。

投影では、博物館で観測された太陽のデ タ

をもとに太陽訊動を解説する。 (3fj13fl~ 5 

Jj 9 lJ) 

どL従'1'のテトーボーイ

生"粁ジコン e シヱレンジヤ

vノ¥イ I¥')レファミリー

ステュア トーラフィ jレ

旅 路 デ jレパト E マン

()()7:-_J'-)レトフィンガー

文jイ'ノ¥ミ Jレ干、ン

当役士誌の'J、さな大{史ち

ジョン@ノアマン

ウエストサイドキ勿T出

ロハ ト.'7ィズ

ロ ポ コ ッ プポ Jレ・パ刀、ーベン

蜘'*々 の キス

ヘクト-)レ・ハベンコ

明 l-Iにかつて撃て

ンヨージーロイーヒ jレ

L3Hの全illfH

ショーン降 5・ヵニンガム

グ二一ズ ソチヤード命ドナ

設 の惑v
フラ ンクリン・ 3・シャブナぃ

ハンブとその姉峠

ウッデイ号アレン

※ 掲載 したピデオは購人したどデオ

の ~ 部 。 詳しくは中央l*1待費白(電話

31--0415) にお尋ねそ。

合平成5年度事業会員を募集

年間を過した活動で会員を募集するもの。

住接はがきに住所、氏名、年齢(学年)、電話

委号、 18歳未満の々は保謹者名をき己入のうえ

お申し込みを。

{平揮の盟轄と戦災そを震己諦する金]

資料の発描や聞き取り調査、戦史地図など

そ作成する。

活動日 毎月第 3ま曜封 印時~日時

・ 会場博物鮪特別好究烹

a 申込期限 3月23行(火)

{古文醤講説会]

市域に 瞳 る 近 世 文 書 を 通 し て 盤 史 に 親 し

芝)0

キ活動日 毎月第 2、揖 4 土曜日 14時--16時

会場 博物館講堂

ー申込期担 3月23日〈民)

{裏打ちの金]

事打ちの技摘を学びながら博物館賢料を裏

打ちする。

ー活動日 恒月第 4 木曜日 10時 ~15時

E 全場博物語科学教富

・申込期隈 3月23日〈火〉

E璃語物を措う金1
平揮海岸で打ち上げられた動植物や人工物

を集めて調べる。

・活動自 惇月第 2土曜日 9時 30分~同時

・会場平埠海岸、博物館

・申込期隈 3月初日〈火)

[相模)11の生い立ちを探る金〕

県内各地の野外を観察し、その結果をまと

め て 会 誌 fグリ ンタフj を発行する。

・活動日 毎月 3園、日曜日

・申込期限 4月 15日(木〉

[天体観顎合]



重苦 500~号

4 !119! 1 愛 1)L't30ラ}--4 IJ字

お買のJ主みノJと 用拾 の';1，:)ごしノJ

.JjJ23!1 午怯 1 時')()分~ i H手

おちおんのおふろ(実習〉

お父さんもご1E'加を

騨会場保世センター

翻 l 主子借地 F帳、î1:，;L~JIJ U. (全 I1刊

J毎週)、スラックス(;)11と191J)、

Fふさタオル(l2fJと 1)、エ ブ

ロノ、 向ィ!i(1211)、時プランー

コソブ (;)[i) を持容

鰭対象 4月中におか円から 1誠に

なる乳幼児のお付さん

韓日 4ij14 [ f r} !Vfl0ll 手~ll叫

輔会場 、ド塚イ京腔げf

撞 f手子髄嵐 F帳、三作品己!!!!tを持れ

覇第 1期吋象は 3か汀以 1"_4続 本

満の乳幼児。 Jj，朝日jから 8週間!の

間隔で !l 受ける

醐草 2期 zn 1期の :l!n]rlの搭揖 f]

ヵ、ら 1勾lA J~ 1テド 6カリ)JぷI勾に i

["J空ける'" s識 6かJjに遣するま

で受けられるが、 4崎までに終 f

するととカセヴzましい

輯開業医、病院で持騎を。接樟ト 11ま

炉、師とご初を

輯4存続Al上、 f:}:{健 fお子艇を持参

〉品。みご

;.，"-" 
翻接持ノ、 開業医、病院で接積を。

持 f'pijは抗日ヨとご相ぷを

輔判令 飽料

韓両院」、 fサ{健j友子帳を持

購対象 2成 Gか/Jまでの乳幼児

麗宇11説 fJ -1 Ij ::;打、 19[-)

翻劃;時時完探間:与j

鞠?バ巾1わ1しJ込ムみ ぷLで!γγ単{保朱健所へ

~持参噂
醐対象 3か月以と 4歳未満で、 B

CG}8:'樟そ 1[01も受けていない乳

急た

轍開業民、両院で撞離を。接椅fJは

医師とご相誌を

ちゃん

す平塚l行 Ls同 1メゾンブラ

シヱ 205-~_.} itJ南用金庫fJ'狩If;(支

出にお勤めの藤宏之さんは7訴訟

と輝夫さん (2b歳)の長女c 体弔II

kg、身長73cm、千I!克 4今 31n7f1苛

まれ。

もっすぐ i哉の誕 Iがくる美紀
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お出しドさい。対曳は}歳米満の亦ちゃん です。品品されたはがき
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広報紙に掲，jおします。!~お掲(絞した必、ちゃんには、記念品と広報紙
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豊原 町 2-21 電話32

駅 前パスターミナル 2

駅 行 r営材署前」下車
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が受ける憧鹿診査。;母子韓鹿子帳別

冊 Jを持害むうえ指定の民渡契機関で

受訴を

騨受付午後 1 時~2 時

調 会 場 制躍センタ

鶴 母子髄 溝 手 帳 、 筆 記 用 具 、 街 フラ

シ (1揖 6か月児のみ)を持参

3か 丹児3
・-1n 7 4年 12JJ1 J-J~lO[l 色

合 4}]21n 4年 12月 II行へ 20i-i生

• 4月28U 4 年12'J21 日 ~31H;i三

[1送量§カ、JlV宅]

・ 4月 6日 3年 lOfJ1 H--lu 日生

。4Jj 13U 3年 lotJ]1 日 ~20日々

・4 J-] 20 [J 3匂子10}-J21U戸<n1 1:":1: 

[ 3車児}

• 4月 1fl 2 2 J-J 1 U~lO[l~t 

• 4月13日 2年 2f-i 11 日~， 2() 日生

命 4月22E1 :2宅手 2J-:l21臼 '___28fEt. 

霊安参号9

l告自(e又)午後8待30分開演

ンターホール
。曲 思 想明、ラ・クンパルシー夕、

パラのタンゴ

。入場J持 S席川OPL A席削Jiτj

※ A席 は 市 民 セ ン タ ー の み 発 グ 己

{省力売所]市民センター、 チケジトび

あ、花泣く持活、ヤンレイレコ ド、補冗

原業器筒、サクラ書f占;本f正一

'C笥いずラわせ 市民センター

下!;"寺32 2235 
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ド
一
丁
ほ
か
)

3

令市
J

醐
成
田
区
塚
、

8
泊
9
日

緩

hv'正
員
可
人
(
先
着
順
)

翁
繁
一
醐

{
仙
一

近
く
に
け
く
つ

質

問

問

j

l

(

一

か
の
公
開
が
あ
り

ま
す
が
、
公
開
闘
で
犬
を
放
す
入

が
い
る
た
め
、
砂
場
の
中
に
犬

や
市
仰
の
ふ
ん
が
入
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
不
潔
で
す
。

砂
場
に
は
幼
児
が
多
い
の

で
J

知
ら
ず
に
ふ
ん
に
触
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
山
内
か
良
い
ト
刀
法

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

(
室
町
町
田
中
藤
江
さ
ん
)

山
何
日
目
立
甘
え
り

お
答
え

f
i
l
-
-〈

み
な
さ
ん
の
怒
い

の
場
で
、
砂
場
で
は
た
く
さ
ん

の
子
供
が
選
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
心
な
い
方

方
の
マ
ナ
1
違
反
に
よ
り
、
砂

場
が
犬
等
ベ
ッ
ト
の
ふ
ん
で
汚

3
れ
て
い
ま
す
。
ベ
ッ
ト
を
飼

っ
て
い
る
方
に
は
必
9
ふ
ん
の

後
始
末
を
す
る
な
ど
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
公
康

第 500雪量

マ
参
加
費
二
十
五
万
八
千
円

中
問
い
合
わ
せ
先
究
班
親
善
課
交

流
親
善
担
当
(
内
韓
五
九
七
)

安
田
信
託
銀
行
、
新
日
本
証
券
、

山
一
証
券
、
三
菱
盟
行
の
各
ま
ち
か

ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

門
家
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
!
餐
麗
金
作

品
緩
}
3
丹
9
日
(
火

)
i
白
日

へ
月
)

{
平
理
鱒
品
調
露
間
野
金
緩
〕

3
月
ね

臼
(
大
)
3
4
月
5
臼
(
月
)

初
心
者
の
た
め
の
揮
記
講
座
が
聞

か
れ
る
。

門

v
日
程

4
月
1
円
(
木
)
S
6
月

日
日
(
金
)
ま
で
の
う
ち
の
全
日
目

@
時
間
午
後
6
時
K
8
時

マ
会
場
平
塚
溜
l
会
議
所

マ
受
講
料
-
万
八
千
円

マ
申
込
期
担

3
月
四
日
(
金
」

マ
申
込
先
平
塚
商
工
会
議
訴
(
竜

舌
2

一コ〆

S
2

一仁、

消
防
本
部
で
は
、
災
害
時
に
設
寵

さ
れ
る
臨
時
救
議
所
で
看
護
指
針
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
く
肴
護
要
員
を
登

録
し
て
い
る
。

マ
資
格
保
慢
婦
、
助
忽
婦
、
将
認

し
た
後
、
必
ず
手
を
洗
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

婦
(
土
て
準
看
護
婦
(
土
)
の
資

格
が
あ
り
、
か
つ
市
内
に
お
伶
ま
い

で
虫
害
時
に
協
力
で
き
る
方

中
臨
時
…
教
謹
所
沓
雲
堂
時
院
、
清

生
全
病
院
、
共
済
病
院
、
市
民
病
院
、

平
塚
球
場
、
な
で
し
こ
・
松
原
ゐ
八

幡
・
大
野
審
神
田
豊
田
・
閣
・
今

自
小
学
校

マ
守
録
先
消
防
本
部
出
災
課
(
内

韓
一
戸
一
五
古
)

一
頭
骨
世
教
室
を
欄
聞
く

マ
日
時

4
月
9
日
(
金
)
々
前
9

時
却
分
r
、ι
日
時
泊
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
講
師
閣
芸
研
究
家
山
口
正
雄

cil ーマ
内
存
大
輪
州
測
の
作
り
方

マ
問
い
合
わ
せ
光
開
湘
南
関
長
相

談
コ
ー
ナ
j

(
電
話
口

O
H
九

総
務
庁
で
は
、
山
甘
い
界
各
回
の
汚
位

向
志
の
交
流
を
過
し
て
、
お
日
い
の

友
好
と
理
解
告
慌
め
、
国
間
開
協
刀
心

精
神
を
培
っ
て
も
ら
う
海
外
派
遣
事

業
の
団
員
を
葬
笈
ヲ
る
。

守
派
遣
内
〈
廿

①
時
行
機
に
よ
る
邸
内
年
期
件
派
遣

(
却
損
〈
》
泊
裁
ま
て
心
力
)

③
世
界
青
年
の
部
五
歳
、
)
ぬ
成
ま

で
の
万
一

③
東
南
ア
ジ
ア
期
間
年
の
船
(
時
ら
如

議
ま
で
の
方
)

マ
募
集
期
間

3
月
訪
日
一
大
)
3

4
月
6
日
(
火
〕

募
集
人
員
等
、
詳
し
く
は
青
少
年

調
(
内
練
七
λ
二
)
に
お
尋
ね
を
。

交
通
事
故
、
さ
ざ
、
お
と
し
な
ど

の
被
害
を
受
け
た
た
め
、
警
察
や
横

察
庁
に
訊
え
た
と
す
}
ろ
、
事
件
の
犯

人
各
裁
判
に
か
け
て
も
り
え
ず
f
h

服

に
思
っ
て
い
る
刀
は
、
検
察
事
査
会

に
審
査
の
申
し
伝
て
を
。
費
同
は
血
行

料。
詳
し
く
は
小
出
叩
檎
察
審
査
会

事
務
局
(
電
話
。
刊
ム
ハ
パ
ロ
パ

八
六
)
へ
。

水
道
標
用
料
と
公
共
?
水
道
樺
用

料
が
4
月
か
ら
改
定
さ
れ
る
。
改
定

に
あ
た
り
、
福
祉
減
免
制
躍
が
拡
大

活
れ
る
の
で
お
尋
ね
を
c

〔
水
道
憧
財
閥
料
い

マ
北
定
内
容
一
殺
の
京
J
4
~
ー
か

H
M」

JU叫
ん
げ
一
ご
立
、
山
明
白
山
料
金

千
八
百
」
七
月
が
二
子
凸
丹
十
月

に
な
一
匂
れ

ヤ
向
い
ん
U

わ
せ
先
県
企
業
山
川
水
泣

い
川
平
塚
常
業
所
(
電
話
竹
山

市
で
も

4
道
施
設
を
設
鐙
し
は
、
犬
等
が
入
れ
な
い
よ
う
フ

た
り
、
清
掃
や
バ
ー
ナ
ー
に
よ
エ
ン
ス
を
試
行
約
に
設
遼
レ
て

る
高
温
消
遂
を
し
た
り
す
る
ほ
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
、
飼
い
主
の
マ
ブ

1
ア

ッ

プ

(

み

ど

り

公

同

副

議

)

と
手
洗
い
励
行
の
看
板
設
霞
を
掠
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
婆
望

考

え

て

い

ま

す

。

は

お

気

軽

に

広

報

広

聴

諜

広

総

ま
た
、
現
在
改
修
工
事
し
て
担
当
(
内
線

A

一
一
五
五
)
に
お
寄

い
る
老
松
町
公
開
附
の
砂
場
に
せ
く
だ
さ
い
。

{
公
共
下
水
滋
世
間
問
料
〕

マ
改
定
内
容

1
立
ト
刀
れ
弓
た
り
の

単
髄
叩
円
(
水
道
等
の
月
間
世
間
料

が
叩
山
岳
↑
刀
訂
以
ド
の
場
内
)
が
日
円

に
な
る
な
ど
、
段
階
的
に
改
定
と
江

る。マ
問
い
合
わ
せ
先
下
水
道
総
務
課

使
用
料
係
(
内
線
四
五
二
)

ヲ
塚
市
に
フ
ロ
サ
ッ
カ
チ
!
ム

が
一
誘
致
す
る
会
点
下
備
宝
(
一
寸
剖
平
場

市
大
原
1

1

桁
ん
け
公
閣
管
理
事

務
所
内
電
話
出
じ
問
。
一
)
で

は、

J
リ
ー
ク
加
盟
そ
日
指
す
フ
ジ

タ
サ
y
カ
l
ク
ラ
フ
の
フ
ラ
ン
ク
一
Y

フ
会
見
を
募
集
す
る

3

一
轟
集
相
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
金
量
)

マ
間
人
会
員
入
会
金
千
円
、
句

会
腎
(
太
人
江

τ
円
、
中
等
品
判
校
h
l
j

N
Jレ
U
J
、
j
ρ
1
1
z
一
千
口
}

i

f

:

ノ

|

一

マ
親
子
会
員
人
台
金
下
円
、
句

会
費
(
子
供
に
i
人
に
つ
き
千
円

割
り
引
き
)

{
募
集
ョ
チ
ム
の
費
称
〕

は
が
き
に
霊
称
。
口
と
間
噌
な
説

明
、
佐
所
、
氏
名
、
句
齢
職
程
、

電
話
器
ロ
ザ
を
記
入
心
う
え
、
4
円
日

什
(
木

J

ま
て
に
申
し
込
む
口

命
哲
弥
の
発
表

5
円
1
H
(
i
)

柑
お
ロ
7

ズ
カ
ノ

Y
Aぶ
喝
一

F
↑H
4
競

甲
山
内
立
厚
木
南
高
等
下
校
で
は
、
働

き
江
が
ら
学
ぶ
ガ
の
た
め
に
、
山
千
成

5
今
度
の
通
信
制
諌
伯
作
吃
従
を
品
特
集

す
る
。

V
人
学
資
格
呉
内
に
お
J
1
ま
い
か

お
勤
め
の
方
で
、
中
学
校
を
卒
業
し

て
い
る
こ
と
(
勾
齢
ば
問
わ
な
川
一

ヤ
移
築
期
間

3
け
泣
汀
一
月
)
ι
3

4
月
3
日
月
L
仁
)

・
時
間
午
前

9
時
、
守
後

5
昨

(
土
曜
円
は
句
、
刷
中
)

マ
出
願
書
頼

ω入
学
験
料
品
②
淵

斑
書
~
山
山
身
ゎ
乍
校
が
先
行
し
た
も

の
)

マ
問
い
合
わ
せ
光
げ
円
高
等
学
同
通

信
課
梓
(
一
γ
叩
厚
木
市
開
m
l
!
日

i
-
電
立
川
口
四
六
一
泊
五

間
六
)

県
農
業
総
九
日
研
究
所
(
宇
田
縄
問

九
六
p

竜
J

日
開
。
-
一
一
一
)
て
は

科
学
技
術
週
間
に
併
せ
て
今
年
も

施
設
を
一
般
公
開
す
る
。

守
期
間

4
月
四
日
(
金

)
3打
日

(
土
)

⑤
時
間
午
前
日
時

1
午
後
3
時

中
内
容
施
設
公
開
(
腫
石
室
、
研

究
施
設
)
、
パ
ネ
ル
顕
示
、
野
菜
の

卸
売
、
家
賠
菜
腐
な
ど
の
相
談
、
公

潤
講
座
「
生
必
至
い
わ
る
家
度
来
潤
い

口
日
(
士
)
守
後
1
時
1
3時

ベ
ル
ク
ク
ク
ラ
ブ
で
は
、
身
体
に

障
害
の
あ
る
力
で
脅
山
に
壱
加
さ
れ

る
方
と
そ
の
ホ
ラ
ン
ア
J

ア
を
募
集

す
る
。

マ
期
日

4
月
お
け
(
日
)

マ
コ
ー
ス
小
田
原
駅
大
浦
谷
地

獄
持
神
山
駒
ケ
一
h
m
}

桔

槙

小

田
原
駅

ザ
募
集
入
院
浮

'
身
体
に
陣
百
円
の
あ
る
ι

万
叩
人
、
無

料補
ホ
一
フ
ン
一
ア
ィ
ア
行
ね

fr人
、
支
費

負
但

V
問
い
合
わ
せ
先
陣
宥
福
祉
課
陣

ぎ
福
祉
係
(
内
線
一
一
一
一
)

あjたたかい社
会
福
祉
汁
予
況
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
山
助
成
な
ど
に
怯
わ
行

J
4
0

二
協
刀
を
。

問
い
A

円
わ
せ
は
、
礼
会
福
祉
協
議

会
~
電
話
お
一
一
一
へ
。

V
社
金
福
祉
墓
金
へ
・
競
輪
グ
ラ

ン
プ
リ
引
に
運
営
協
議
去
百
万
円
、

樹
南
観
輪
詑
業
員
労
輸
相
割
合
十
じ

刀
円
、
全
国
競
輪
喝
行
者
協
議
会

五
五
円
、
南
関
東
自
転
車
競
技
会

r
一
!
?
一
万
一
ゐ
手
七
一
口
七
斗
九
円
、

公
常
事
業
所

-
h
f一
目
円
、

競
輪
チ
A

リ
デ
ィ
募
金
持
一
万

一
八
百
じ
十
二
円
、
コ
ミ
ヤ
印
刷

十
h
円
、
神
田
ふ
さ
子
一
万
一

T

円
、
日
入
会
す
叶
、
ヤ
ワ
タ
工

/
タ
!
フ
ラ
イ
ス
七
十
万
町
、

M
T

埼
青
年
会
議
所
(
万
五
千
円
、
を

人
趣
味
の
講
陀
受
講
生
一
一
下
}
、

京
の
前
者
人
ク
ラ
ブ
心
友
会
一
万

八
千
九
百
八
イ
八
円
、
日
蔑
む
い
グ

ル
ブ
凹
千
弓
、
勝
保
浅
次
郎

に
江
戸
一
千
円
、
存
H
H
野
中
窮
9
同
信

業
同
窓
会
開
万
九
子
五
百
一
十
じ

円
、
森
内
関
太
郎
六
百
一
十
七

円
、
湘
南
農
業
協
同
組
合
六
千
一
一

白
一
一
十
四
円
、
金
日
経
匂
足
広
計
事
務

所
二
万
一
一
千
二
円
七
ト
一
円
、
レ

ス
ト
ラ
ン
く
す
の
木
二
千
七
九
4

問
円
、
怖
い
谷
喜
美
子
六
万
一
一
一

F

円
、
関
東
競
輪
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
一

同
組
合
・
関
東
公
常
サ
ー
ビ
ス
業
協
一

同
組
合
各
一
万
円
、
平
塚
地
区
芳
一

働
組
合
協
議
会
・
詩
吟
神
嵐
流
神
真
一

吟
詠
会
各
?
万
円
、
共
和
技
荊
コ
一

ン
サ
ル
タ
ン
ツ

-
V
塚
茶
道
協
会
一

各

五

十

万

円

一

マ
兇
難
帯
祉
へ
・
中
地
区
教
職
員

組
内
一
万
八
千
四
円
円
、
宮
名

千
円

マ
社
金
播
祉
へ

e

青
木
良
有
一
一

子
円
、
磯
崎
輝
夫
一
千
円

マ
交
通
一
端
兎
へ
・
地
J

奇
想
r
」
七

千
円

¥
 

河口

v

ス
ボ
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ボ

ツ
に
閣
す
る
講
罰
金
、
ス
ボ
ツ
団

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
慣
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ツ
振
興
一

財
路
(
清
塚
球
場
内
e

電
話
仙
話
。
一

一

口

一

一

)

へ

。

一

略

マ

ス

ポ

i
ツ
一
基
金
へ
叩
引
ス
ボ
ー

制
ツ
印
体
新
年
の
争
い
一
一
万
一
千
乞

百
七
十
一
門

戸
ι

お
初
戦
略

目

ワ

マ

ふ

り

符

広

務

事

祢

ど

4
d〆
勾
潔
/
敬

み

d

じ

u

J

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
問
体
む
助

成
な
ど
に
世
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
閣
課

み
と
り
推
進
摂
(
内
線
回
二
五
)

へ。マ
み
ど
り
議
議
へ
畑
フ
ァ
ミ
ソ
}
マ

1
L
n
F
C
中

開

芯

千

五

ト

六

円
、
平
塚
ス
カ
J

ハ
イ
ツ
管
理
組
合

八
百
五
円

樹
木
を
斡
(
あ
っ
)
旋
し
て
い

る
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
み
ど
り
公

間
諜
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
閉
一
↑

五
)
へ
。

Jv
お
韻
り
す
る
樹
木
モ
ク
レ
ン

(
樹
高

2
灯
、
ー
本
)
、
シ
ジ
ミ
バ

ナ
(
樹
高
2
M川
、
ー
本
)
、
サ
ツ
キ

(
樹
高
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敬称略

く>Eヨ稜
3 月 30l~ 

(火) 10時

ヘマ 12日寺~ 31臼

(ホ) 10時

--15時四分・

4月 2[j(金)

10時~-15時30

分紹菩ノてールロ ド

くこ〉ご協力ありがとうございました(2月)
敬称略

古間電気工業平塚事業所、富士チタン工業平場ヱ

場、情藤製パン揮;工場、;如砂香料工業平埋工場、

住友重機械工業平塚研究所、日産車体、日本電信電話

平場支j車、イド二家平塚工場(以 tB主体のみ〕
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